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岩　井　昌　悟

0． は じめ に

　不邪 婬戒は
一
般的に配偶者以外 との 性的関係 を断つ こ とと して理解 され て い

るが 1），聖 典 に見 られ る 「邪婬者 （k5mesumic 。hacari）に な るの は，   母 に守 られ て

い る （m 巨turakkhi切 ，   父 に守 られ て い る （piturakkhita），   母 ・父 に 守 られ て い る

（matapituraklthita ），   兄弟 に 守 られ て い る （bhatu・ak   it5），   姉妹 に守 られ て い る

（bhaginiralckhita），   親 族 に守 られ て い る （fiatirakkhita），   姓 に 守 られ て い る

（g・ttarakkhita），   法に 守 られ て い る （dh｛  marakkhi 甸 ，   主 人 の い る （sassamika ），

  杖 罰 を伴 う （saparidapda ）， 乃至花束 に 囲わ れ て い る （繍 maso 　m 且lagulaparikkhi甑 ），

こ の よ うな 〔女人〕たち と交 わ っ た らで ある」2） とい う規定 は， はた して 配偶者

以外の すべ て の 女人 を含意 して い るで あろ うか．

　配偶者以外 との 関係 を拒む な ら，何故， ジ ャ イ ナ教 の 在家信者が 守る aluvvaya

（anuvrata ）で用 い られ る 「己 の 妻 に満足 す る こ と」 （saddrasantosa ） とい っ た表現が

こ こ に採用 され なか っ たの か 3）． 敢 えて異 なる 表現 を用 い てい るとこ ろ か ら， 違

う内容 を意図 して い る と考えるべ きで はな い で あろ うか
4）．

　 ど うや らこ の 規 定は， 誰か の所 有 に な っ て い る女人 と関係 を もつ こ と をい けな

い と言 っ てい るの であ っ て ， 不邪婬戒 は離不与取戒 とセ ッ トなの か も しれ ない ，

　実は本稿の 副題 の よ うな疑問 は Up s々akaJ
’
analanhar α （Upja）に起因する ． この 文

献 は， 後述 す る よ うに， 明確 に 「保 護者 の 許可 に よる接近 にお い て ， （男女）両者

ともに邪行 は ない 」 とか， 「主 人の 廃棄 な しの 違 犯 にお い て 己 （女人）に も邪行 を

与える」な どと主張する．

1． 女人 の 種類

　「は じめ に」に挙 げた女人の 種類の リス トは，MN 　I　286 とMN 　III　46 とAN ・V ・264

に 全 く同文で 示 され て い る
S＞． こ れに対応す る リス トは漢訳 阿含 に もある．
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　『中阿含』 「思経」 （大正 1
，
　437c）： 三 日邪婬．彼或有父所護．或母所護，或父母所護．或

　姉妹所護．或兄弟所護 或婦父 母所護，或親親所護．或同姓所護．或為他婦女有鞭罰恐

　怖．及有名仮賃至華鬘親犯如此女．

　『雑阿含』 1039 （大正 2
，
271b − c ）：行諸邪婬．若父母兄弟姉妹夫主親族．乃至授花鬘者．

　如是等護以力．強干不 離邪 婬．……離於邪 婬．若父母護．乃至 授
一

花鬘者．悉不 強干起

　於邪婬，

　ところ で諸 ア ッ タ カ ター一一・に よれ ば， 女 人の 種類 は以下 の ように 20種に増や され

て い る．

そ こ で 男た ちが 「近づ くべ きで は ない 処」 （agamaniy 碩 h珈 a甲） とは ， まず  母に守られ

てい る ，   父 に守 られ てい る，  母 ・父 に守られ てい る，  兄弟に守られ てい る，  姉

妹 に守られ て い る ，   親族 に守 られて い る ，   姓 に守 られ て い る ，   法 に守 られて い る ，

  自ら守 っ て い る （sfirakklifi ），   杖罰を伴うとい う 「母 に 守 られて い る 」な ど の 10種

〔の女人〕 と，  財で 買 っ て住 まわせ て い る （dhanakk
−
lta），  自分の こ とを好い て い るの

で 住まわせ て い る （chandavasinT ），  財 を与 えて 住 まわせ て い る （bhogavasinT），  衣服

を与 えて住 まわせ て い る （patavEsini），  水鉢に 2 人が 手 を入れ る 儀式で 誓 い を立 て て 住

まわせ て い る （odapattakinl ），  〔頭 に荷 をの せ る ための 〕あて もの を取 り去 っ て 住 まわ

せ て い る （obhatacumbata ），   奴隷女で あ り妻で もある （dasτ　ca 　bhariya　ca ），  雑役女で

あ り妻で もある （kammakan
’
　ca 　bhariya　ca ），  戦利品の （dhajahata），  臨時の （muhuttika ）

とい う，
これ ら 「財 で 買 っ て 住 まわせ てい る」等の 10種で ， 20種 〔の 女人〕であ る．女

人 たち の 中 ， 「自ら守 っ て い る」 と 「杖罰 を伴 う」の 2 種 と 「財 で買 っ て住 まわせ て い

る」等の 10種とい う 亙2 種の 女人には他の 男がい る6）。

　先 の 聖典の リス トとの 違い は，   「主人の い る 」 （sassamika ）が 「自ら守 っ て い

る 」（sdrakkha ） に 入 れ 替 わ り， 「乃 至 花 束 に 囲 わ れ て い る 」 （antamaso 　malagula −

parikkhitta）が な くな っ て ，   〜   が加 え られて い る こ とで ある．

　ア ッ タカ タ
ー

で加 えられ た もの は，Vin の僧残法の 「媒嫁戒」， すな わ ち 「い ず

れ の 比 丘 とい え ども，男女の 媒介を なす な らば， （すなわ ち）男子の 意 を女人 （itthi）

に伝え ， ある い は女 人の 意 を男子 に伝え，結婚 ある い は私通 を （成ぜ しめ るな ら

ば）， 乃 至暫時の もの （antamas ・ tanlchapika）で あ っ て も僧残で ある」 とい う規定中

の 「女人 」（itthi）の 定義か ら持 ち込 まれ た もの で ある こ とは明 らか で ある． こ こ

で は 20 種が 「10種 の 女人」（dasa　itthiyo） と 「10 種 の 妻」（dasa　bhariyayo）に分 けら

れ ， 「lo種 の 女人」は
，   母 に守 られて い る ，   父 に守 られて い る ，   母 ・父 に

守 られ てい る，   兄弟に守られ てい る，   姉妹に守られ て い る，   親族に守 られ

て い る ，  姓 に守 られ て い る ，  法に 守 られて い る t   自ら守 っ て い る （sa・aklcha ），

  杖罰を伴う （saparidaqda ） 〔女人〕 と され， 「10種の 妻」（dasa・bhariyay・） は， 〔男

が〕  財で 買 っ て住 まわせ て い る ，   自分の こ とを好 い て い るの で 住まわせ て い
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る ，   財 を与 えて 住 まわせ て い る，   衣服 を与 えて 住 まわ せ て い る ，   水鉢 に 2

人が手 を入 れ る儀式で 誓い を立 て て住 まわせ て い る，  〔頭 に荷 をの せ るた めの 〕

あて もの を取 り去 っ て 住 まわせ て い る ，   奴隷女で あ り妻で もあ る ，   雑役女で

あ り妻 で もあ る
，   戦利 品の

，   臨時の 〔妻〕 とされ て い る 7）．

　  の 厂臨時の 〔妻〕」 は Vin の patimokkha条文中の 「暫時 の 〔妻〕」 （tafikhapika）

と同 じで ある 8＞． 漢訳律 に も対応す る リ ス トが ある 9）．

　 こ こ で   に つ い て ，
ニ カ

ー
ヤ で は 「主人 の い る」 （sassamikfi） で あ っ た もの が，

Vin と諸ア ッ タ カ ター
で 「自ら守 っ て い る 」 （sarakichfi ）に 入れ替 わ っ て い る こ とに

つ い て 考察 して お く．Vin 自身の 定義 に よる と
， 「自ら守 っ て い る」 は 「すで に胎

内にあ るときに
“

こ れ は私 の もの で ある
”

と捕えられ た 〔女人〕」（gabbhe　pi　pariggahita

h・ti− mayharp 　esa 　ti）と定義 され て い る． そ して こ こ に ，先 に 出た 「乃至花束に 囲わ

れ て い る 〔女人 〕」 （antamaso 　malagu1aparikkhitta 　pi）が加 え られ て い る．　 MN −a の 「主

人の い る」 の 定義 は，

同類 の 〔二 〕家が 妊娠が あっ た時に 「もし私 に で きた 子が 息子で
， あなた に で きた子が

娘で あ っ た ら，他 に行 かせ な い で ，必 ず私 の 息子 の もの に して くだ さ い 」 と約束する ，

こ の よ うに してすで に胎内にある時に捕 えられ て い るの が 「主人の い る （sass5mika ）〔女

人〕」で あ る lo）．

とな っ てお り， 「主人の い る」 と 厂自ら守 っ て い る」が 同義で あ る こ とに なる．

　因み に 厂乃至花束に囲わ れて い る 〔女人〕」 は MN −a で ，

「乃至花束 に囲 われ てい る」〔女人〕 とは，彼女が，最低限度，誰かが 「彼女 は私の 妻 に

なるで あろ う」 と考 えて ，彼女の 上 に花環 を投げ，花環で だけで も囲われ て い る女人で

ある ω ．

と定義 され て い る．前 もっ て 誰か に確保 され て い る 女人 とい う意 味で ， 「主人 の い

る」 「自 ら守 っ て い る」 と同列 に扱われ てい るの で あろ う．

　
“

s亘rakkha
” を どう読め ば 「主人の い る」の 意味に なるの か不明で ある． 諸漢訳

律が リス トに 「自護」 を挙 げ， 『五 分律』 （大正 22
，
　12c）は 「自護者． 自得 自在． 自

与 自奪 」 と し， 『摩訶僧祗律』 （大正 22
，
272c）は 「自護者． 有女人無父母親里． 自

作 生 活持戒 自護」 と し， 『四 分律』 （大正 22，583a） は 「自護者身得 自在 」 と し， い

わゆ る 自立 して い る女人 と捉えて い る こ とか ら，Vin の 解釈は本来の もの で はあ

る まい ． 「主 人の い る 」 （sassamikE ） と 「自ら守 っ て い る」（sarakkha ）が入れ 替 わ っ

た の は，Vinで は 「10種 の 妻」 （dasa　bhariyay。）が加 え られ た た め に 厂主人 の い る」

が 不必要 に な っ て い る こ とは理解で きるが ，
こ れ以上 の こ とは不明で ある．
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　尚 Vin と諸漢訳律 とで 解釈 が大幅 に異 な る もの は他 に
，   「法 に 守 られ て い る 」

が ある． 『五 分律』（大正 22，　12c）で は 「法讓i者．正 法出家修行梵行」， 「四分律』（大

正 22，583a）で は 「法護者修行梵行」 と して比 丘 尼 を指 して い る ， 『根本有部律』

は 「王法護」 と 「有法護」の 2 つ を出 し， 前者が先の 「自護」 に ， 少 し異 なるが

後者が 「法護」にあた る よ うで ある
12）． と こ ろが Vinは 「法を同 じ くす る者た ち

が 守 っ て い る 〔女入 〕」
13） とする．

2． Upja の 見解

　Upja は 「近づ くべ きで は ない もの 」 （agamaniyavatPtlu ） として 先 に見た諸ア ッ タ

カ タ
ー

と Vin と同
一

の 20種の 女人 を挙 げ （ただ し
“ itthi”

と
“ bhariya’ を区別 して い な

い ）， 定義に つ い て もほ とん ど異な る とこ ろ は ない ． しか し先 に見 た 資料 に は 見 ら

れ なか っ た新 しい 見解が 明確に示 され て い る 14）．

それ ら （20種の 女入）の 中，「母 に守 られ て い る」か ら 「法 に守られ てい る」までの 8種

は，保護者 たちの 許可な しの 違反 におい て ，男 に邪行 を与 える． しか し彼女 らに は邪行

は な い ．保護者の 許可 に よ る 接近 におい て ， 〔男女〕両者 と もに邪行 はない 。「自ら守 っ

て い る」以下 12種 の 妻 らは 主 人の 廃棄 な しの 違犯 にお い て 己 （女）に も邪行を与え る

（男 に は もちろ ん ある）．……主人の廃棄におい て両者 ともに邪行 は ない 15），

保護下 にある女性 の 場合 ， 保護者の 許可 が あれ ば ， 近 づ い て も邪行 に は な らず，

妻の 場合は夫が捨て て い れば邪行にな らない とい う，ヴェ ッ サ ン タラ王 に よる マ ッ

デ ィ
ーの 布施は こ の ような思 考 を背景 に 成 り立つ の か もしれ ない ．

3． 特に遊女につ い て

　近 づ くべ きで は ない 女 人 の 中に遊 女が全 く言及 され て い ない ． 遊女 に は 近づ い

て もよい の で あろ うか． Sn に 以下 の 偈があ る．

　 自身の 妻た ちに満足 せ ず．遊女 と交わ り，他人 の 妻 と交 わ る，こ れは破滅 へ の 門で ある
16）．

　 Sn．a は

「己の 妻 に」 とは 「自身の 妻に」で ある． 自身の 妻に満足せ ず，遊女た ちと交わ り，同様

に他人の 妻 と交わ る者 は，遊女た ちに財 を与 えて，他人の 妻に仕 える こ とに よ っ て 王 の

杖罰等に よ っ て破滅するの みで あ る，

と註釈する
17）．

　しか し対応す る漢訳資料で は ， 以下の よ うに， 遊女 は許容 範囲 の よ うに扱わ れ

て い る．
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　 『雑阿含』 （大正 2
，
28c）： 自棄薄其妻　又不入婬舎　侵陵他所愛　当知領群特，

　 『別訳雑阿含』 （大正 2，467c）：捨 自己妻及婬女　邪姦他婦無所避　如是亦名旃陀羅

　遊女 と関係 して も邪婬 にな らない と明記す るの は 『成 実論』 （大正 32， 304c−305a）

で ある ．

　 問日．婬女非婦与之行婬．云何非邪婬．答 日．少時為婦．如比尼 中説是少時婦乃至以
一

　 鬘遮故．

　先に見た 「臨時の 〔妻〕」「暫時の 〔妻〕」は， 南方上 座部の 見解で は，少 しの 期

間 で も誰か の 妻 （愛人の よ うな もの であ ろ う）に な っ て い る間 は ， 近づ い て は な らな

い とい う意で あ る ら しい が 18）
， こ こ で は， 買 っ た遊 女 を少 しの 間で も妻 と見 な

し， それ ゆえ邪婬 にな らない と して い るの で あろ う，視点が異 な っ て い る． しか

もこ こ に 「乃至花束 に 囲わ れて い る 〔女 人〕」 を加えて い る ． Vin は 「乃至花束に

囲われ て い る 〔女人 〕」を 「自護」（sdrakkhfi ）の 後に加えて い た か ら， 伝承 が全 く

異なっ て い る ．

　なお 『大智度論』 （大正 25
，
156e）に 「如是種種乃至以華鬘与婬女為要．如是犯者

名為邪婬．」 とあ り， 遊女 と関係す る と邪婬 で ある と明記 して い る．

4． お わ りに

　 中村 （1995 ，
496）は遊女で ある ア ンバ パ ー リー が不邪婬戒 を含 む五 戒 を守る こ と

を推奨 され る優 婆夷 に なっ た とい う記事が 矛盾 を含む こ とを指摘 し，そ こか ら 「ア

ンバ パ ー
リ

ー は確 か に 五 戒 を守 っ て い なか っ た ． … …五 戒 を必ず し も守 っ て い な

くて も仏教徒で あ りうる
，

とい うこ と に なる ．風俗営業 に従事 し て い る女 た ちで

も，仏教信仰をい だ きうる」 と論 じて い る．

　遊女 が不 邪婬戒 を守 れ る は ずがない とい う前提 で 論 じられ た結果 で あろ うが，

以上 に見 て きた ように ， そ うとは言い 切れない こ とが明確で あろ う，

　『倶舎論』に出家者に は不婬戒が課せ られて い るの に，在家者には なぜ 不邪婬戒

なの か とい う問い が 立 て られ ， それ へ の 答 えは邪婬 は世 か らひ ど く責 め られ ，他

の 妻 を侵害 して悪趣 に堕 ちるが ， 婬一般 が そ うで は な く， また在 家者 に も不邪婬

戒な ら守りや すい が不婬戒は守 りが たい とい う19）．

　不邪婬戒 は理 想で は な く， 最低 限 の とこ ろで 規定 して い る と見 る こ とが で きよ

う． また理想 を言 うな らば，八 斎戒が推奨 され る以上 ， 在家者に も不婬 が推奨 さ

れ てい る こ とは 言うまで もない ．
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（222） 不邪婬戒再 考 （岩
．
井 ）

1）例えば中村 （1995，492）参照，

2）MN 　I　286．〔］f 片山 （2000，
300）；MN 　III

，
　p．46．（コf 片 山 （2001，217）；AN ・V ・264．なお

　以下 ，本稿におい て特 に言及がない 場合，パ ーリ語テクス トは Chattha　Safigfiyana　Tipitaka

　4．0 （CST 　4．O；　Text　copyright ◎ 1995　Vipassana　Resear。h　lnstitUte）に もとつ く。但 し示 し

　た巻 ・頁は PTS の テ ク ス トの もの で ある．

3）こルδ3αgαぬ 画 o
，
ed．　A．　E 　Rudolf　Hoemle （Calcutta：The　Baptist　Mission　Press

，
1890），

　pp．8−

　9．5 つ の apuvvaya は   粗暴な殺生 を拒 む （th丘laga卑 画 aivaya叩 pacca  蕊i），  粗暴な嘘

　を拒 む （thUlagam　mUsfivayam 　p．），   粗暴 な不 与取 を拒 む （thnlagam　adirprpaddna ・p　p．〉，

　  己の妻 に満足 する とい う制限をつ くる （sadarasantosTe 　parimanarp　karei），   欲求の 仕

　方を制限する （icchEvihiparimarparp　karem5e）． なお   は詳細には tay互rpantaram　ca　pam

　sad2rasantosie 　 parim蕊草a即 karei．　 nannattha 　okk 巨e　 sivanand 五e　bhdriy互e　avasesalp 　 savva 甲

　mehUnavihi エp　paccakkhami！1「つ づ い て こ の 己 の妻 に満足 する とい う制限 を私 は設 定 しま

　す．そ の とお りに ひ と りの シ ヴ ァ ナ ン ダー とい う妻 を除 くす べ て の 交わ りを私 は拒 み

　ます」とい う誓い 方に な っ て い る ，中村 （2006 ，
378−379）参照，

4）AN 　III　348
，
　AN 　V 　138一正39 に 「イ シ ダ ッ タ は 己 の 妻 に 満足 する 非梵行者 で あ っ た」

　（isidatto　abrahlnac 酖T　ahosi　sad亘rasant 哄 ho）とある の で，
“
sad 互rasantu “ho

”
とい う表現 を知

　 りなが ら，敢えて 五戒の 規定に用 い なか っ た と言える．

5） た だ し PTS 版 で は MN に gottarakkhit互 と dhammarakkhit互が 落ちて V ・ る．　 AN で は

Ch− akkhita が落ちて い る． ビル マ 版で は MN と AN に違 い は な く同
一

で ある ．

6）DN −a 　III　1048，片山 （2006，
305）補註 124参照，　 MN −a　I　l　99

，
　SN −A　II　145，

　Vv −a　72 等．

　It−a．　II　52 は文面は少 し異な るが 同様の こ とを述べ る．　 UpdSakaJ
’
anjlaalkara （Upja），　ed ．・H．

　Saddhatissa（London ；PTS ，1965），　pp．178−179．浪 花 （1987，232）参照 ．

7）Vin　III　139− 144 ．平川 （1993，421−436）参照．

8） Vin　III　140：muhuttik 窃　n5ma 　tahkhapik巨　vuccati ，

9）詳細 は平川 （1993，426−430）参照 ．

10）　跡 「−a　II　330； sabh 再gakul勳ni　pana　kUcchigatesu　pi　gabbhesu　katika珥 　karonti−
‘‘

sace

　mayharp 　puttc）hoti，　tuyha叩 dhita，　afifiattha　gantUrp　na 　labhissati，　mayhalp 　puttass
’
eva　hotU

”

　ti．　evarp 　gabbhe　pi　pariggahita　sassa
“
mika

−
　nama ．片山 （2000 ，

　453）参照．

11） 同上 ： antamaso 〃mdlagu ”aparikkhirta
−
pi　ti　yE　sabbantimena 　paricchedena，

　
“
esa 　me 　bhariya

　bhavissatf” ti　 safifiaya　tassa　upari 　 kenaci　 m 互laguparp　 khipantena　mil 五gupamattcna　pi

　pariklthitta　hoti．

12）『根本有部律』 （大正 23， 686c）：云何王法護．若女人親族並無唯有
一

身．由王 法故無

　人敢欺 是名王 法護．又有法護者．若有女人孀居守節潔行貞心．人不 欺犯 是名法護．

13）Vin　III　139： dhammarakkhitfi　n 巨ma 　sahadhammikti 　rakkhanti 　gopenti　issariyalp　karenti

　 VaSam 　Vattentl ．

14）Upja，　pp．178− 179．浪花 （1987，　232）参照 ．

15）Upja
，
　p．179： etlisu　mEturakkhitadayo 　dhammaraltkhitavasana　att．ha　rakldiakanam 　anufifiaya

　vina 　vTtikkamesu 　purisassa　micch 巨c批 a貫p　bhaj　anti．　tasarp　pana　n
’

atthi　micchacdro
，
　rakkha −

katiam　anufifiaya　upagarne 　ubhinnam 　pi　n
’

　atthi　micchgc5ro 　ti．　s互rak   互dayo卿 a　dv巨dasa一
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不邪婬戒再 考 （岩　井） （223）

　bhariy5　s五mikassa 　paricc互gam　antarena 　vTtikl〈ame 　sayam 　pi　micchEc 蕊rarp 　bhajanti．．．s巨mikassa

　pariccage　ubhinnam 　pi　n
’

atthi 　micch 蕊c翫ro ．

16）　Sn　v」 108．　sehi　dErehi　asantu雄ho，
　vesiyasu 　padussati；dussati　paradaresu，

　tarp　par5bhavato

　mukharp ．こ の 偈 の 解釈に関する諸問題 に つ い て は村上 ・及川 （1985，419−420，431 の 註

　25）参照．

17）　Sn−a　I　l　72：sehi 　da
−
rehrti 　attano 　darehi．　yQ　attano 　darehi　asantu其ho　hutv五vesiVdsu 　padussati，

　tath互 p αm 面 肥 ∫露
，
　so 　yasma 　vesTnam 　 dhanappad珈 ena 　paradarasevanena　ca 画 adapd5dlhi

　par互bhavati　yeva．

18） Upja，　p．179 ： 臨時の 〔妻〕 とは暫時の 妻で あ り，彼女 は もし縛 りが な くて も，臨時

　的 に近 づ くべ きで はない 女人 である （muhuttika 　nEma 　taipkhai；ika，
　sa　yadi　pi　anibaddha 　tam

　kharpaip　pana　agamaniya 　evA 　ti）． こ の 臨時の 〔妻〕が 遊女 を含意 し得る とすれ ば，遊女

　が誰か に買わ れて い る間 は 近づ くべ きで は ない こ とに なるか ．

19） 『倶舎論』（大 正 29，77a）；論 日．唯欲邪行世極訶責，以能侵毀他妻等故．感悪趣故非

　非梵行．又欲邪行易遠離故．諸在家者耽著欲故 離非梵行難可 受持．観彼不能長時修学

　故不制彼離非梵行．舟橋 （1987 ，
188−189）参照．
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